
〇校舎がリニューアル！
　南校舎の外壁を工事しています。11
月中には、真新しい校舎を披露するこ
とができます。
〇伝統の棒踊り！
　５・６年生を対象に、地域の保存会
の方々が、直接指導をしてくれます。地
域の伝統芸能が、確実に継承されてい
ます。
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三股町議会だより

みまたんぎかい
よい人、よい町、よい政治。議員が編集した手づくり広報紙

花と緑と水の町三股町

紅葉のシーズン（11月）に
期間限定でライトアップされる
夜の長田峡はとっても
神秘的でした♪

　三股小学校は、創立150年を迎えた歴史あ
る学校です。
　本校は全校児童が585人で、「文教のまち
三股」づくりのために地域や生活環境を生か
しながら、教師の使命感や情熱とたゆまぬ
研修努力で、「はじめに子どもありき」の教育

を推進しています。また、「『徳・知・体』の調
和のとれた人間性豊かで実践力のある児童
の育成」に努めながら、児童一人一人が自分
のよさを十分に発揮できる元気な学校を目
指しています。

み
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紹
介

～ みんなが まいにち たのしい学校 ～
「 みんなで三股小学校 」

わが校のココがポイント！！
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９
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タブレット導入後の変化 当校の自慢
　本校は昨年度より県のICT活用推
進モデル校に指定され、ICTの効果的
な活用を目指し日々研究を重ねていま
す。児童がタブレットPCを使って自分
の考えを表現したり、アウトプットした
り、学び合い等で活用したりして、主
体的に取り組む時間が増えました。今
後もさらなる効果的な活用を目指し、
学力向上につなげます。

photo：ライトアップされた長田峡

そこが聞きたい !!

一般質問 9名

令和3年度決算 全会一致で認定 他

三股町議会第9回（令和4年10月）定例会報告

vol.6みまたん学校紹介

三股町立三股小学校

三股町議会 新体制が決定！！



総務課、企画商工課、税務財政課、都市整備課、農業振興課、
環境水道課、ふるさと納税推進室、会計課、議会事務局、
選挙管理委員会及び農業委員会の所管に関する事項並び
に他の常任委員会の所管に属さない事項を審査します。

福祉課、高齢者支援課、町民保健課及び教育委員会の所
管に属する事項を審査します。 三股町議会 新体制が決定！！三股町議会 新体制が決定！！

三股町議会第8回（令和4年9月）臨時会報告総務産業常任委員会文教厚生常任委員会

◎…委員長　◯…副委員長

このたび、議員各位の推挙により議長に選出されました。

大変な重責で身の引き締まる思いです。議会の混乱で、町民の皆様には大変なご迷

惑と心配をされたと思っています。

全国大手の不動産業者の調査による、令和三年度の『街の幸福度ランキング』で、

全国第三位、九州で第一位にされた本町の議会として、今後は、町執行機関と不即

不離の立場を貫き、町議会を活性化し、不偏不党の立場で公平公正な議会の運営を

行って参ります。

町民各位の叱咤激励をお願い致します。

議会の混乱による自主解散、選挙と皆様にご迷惑をお掛けしました。

今回の選挙では、新人 4 人の議員が当選され、女性議員も 3 名となり、議会の活性

化が進みました。新体制で議会正常化、信頼回復を進める中での副議長に選出され、

その責務の重さを改めて真摯に受け止め、まずは開かれた議会を目指した議会改革

に取り組みたいと思います。

今後も町民の代弁者として地域の課題解決に耳を傾けて、住みよい三股町、安心し

て暮らせるまちづくりに取り組んで参ります。

新議長　指宿 秋廣

議会は合議制の下で成り立つという根

本的なことや、議会の目的を改めて念頭

に置き、三股町議会のイメージを払拭で

きるような活動に努めてまいります。

多くの皆様にご支援を頂き、誠にあり

がとうございました。「みんなで創る三

股」を基本に、これまでの経験を活か

しながら、町政発展のために精一杯取

り組んで参ります。

委 員 長　楠原 更三委 員 長　西村 尚彦

「新しい三股町を作り上げ、発展、飛躍

させたい」という理念にて、将来胸を

張って三股町を「誇れるまち」だと言っ

て頂けるような町作りを積極的に行い

ます。

古き良き三股町・未来の三股町を皆様と

共に作り上げていきたい、分かち合って

いきたいと思っています。若輩者ではあ

りますが、信念を貫き未来の三股へ「 繋

ぐ 」事が私の役目だと思っております。

副委員長　中原 美穂副委員長　岩津 　良

皆さまには大変お世話になりありがと

うございました。

三股町に住んで良かった！三股町で老

後も安心！と言っていただけるよう、2

期目を精一杯頑張って参ります。

誰もがその人らしく、安心して暮らし

ていける町、町民同士が互いに助け合

いながら、皆がもっともっと住み良い

町、三股町を目指して、全力で頑張っ

ていきます。

委　　員　田中 光子委　　員　上西 雅子

職責の重さを痛感し身の引き締まる思

いであります。今後も町民の負託に応

えられるよう、積極的に取り組んで参

ります。

多数のご支援有難うございました。初

心を忘れず、皆様の代弁者として地域

の課題解決に耳を傾けて、住みよい三

股町、安心して暮らせるまちづくりに

取り組んで参ります。

委　　員　新坂 哲雄委　　員　堀内 和義

今回、９期目の当選をさせていただき、

誠にありがとうございます。これから

も、私の政治信条であります「町政は

町民の為にある」を目標に頑張って参

ります。

４期目当選させて頂き、誠に有難うご

ざいます。今回ご心配ご迷惑をおかけ

しました事を真摯に受け止め、今一度

初心に戻り、全身全霊で町政発展に努

めて参ります。

委　　員　山中 則夫委　　員　堀内 義郎

首長と、議会の二元代表制の中に、議

員としての責任の重さを感じます。地

域の活性化、住みよい町づくり、町民

のための町政、町政発展の為、議員活

動に取り組んで参ります。

議会選出監査委員

堀内 義郎
委　　員　内村 立𠮷

新副議長　堀内 和義

議会運営委員会

◎内村 立吉 ◯西村 尚彦

上西 雅子 田中 光子

新坂 哲雄 楠原 更三

都市計画審議会委員

指宿 秋廣 中原 美穂

内村 立𠮷

土地開発公社理事

指宿 秋廣 岩津　良

楠原 更三

民生委員推せん会委員

上西 雅子

企業立地促進審議会委員

指宿 秋廣 堀内 和義

新坂 哲雄

緑化計画審議会委員

指宿 秋廣 田中 光子

堀内 義郎

議会広報編集常任委員会

◎上西 雅子 ◯岩津　良

田中 光子 楠原 更三

公共下水道事業運営審議会委員

山中 則夫

一般会計予算決算常任委員会
委員長　田中　光子 副委員長　堀内　義郎

委員は議長を除く議員全員

　9月11日三股町議会議員選挙が行われ、12人の新議員が誕生しました。

当選後、初の議会となる臨時会が9月20日に開催され、議長、副議長及び

監査委員の選挙が行われ、議会内の新体制が決まりました。また、議会運営

委員会委員及び各常任委員会委員も新たに決まりました。
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常任委員会現地視察報告

三股町議会
第9回（令和4年10月）定例会報告

竹ノ内　鈴子　氏 大隣　雅春　氏 兒玉　たえ子　氏

令和3年度決算　全会一致で認定

令和4年度　補正予算等　全会一致で可決

財産の取得について　全会一致で可決

人事案件

条例改正等　全会一致で可決

令和3年度　主な事業

●第5地区防災拠点施設整備事業   7,799万円

●ふるさと納税推進事業   7,313万円

●施設型給付事業   18億5,702万円

●養護老人ホーム措置事業   1億3,192万円

●予防接種事業・定期予防接種事業   8,321万円

●一般会計補正予算   8億9,425万円増額
●国民健康保険特別会計補正予算   7,489万6千円増額
●後期高齢者医療保険特別会計補正予算   405万7千円増額
●介護保険特別会計補正予算   1億1,500万4千円増額
●介護保険サービス事業特別会計補正予算   218万円増額
●梶山地区農業集落排水事業特別会計補正予算   17万7千円増額
●宮村南部地区農業集落排水事業特別会計補正予算   350万5千円増額
●公共下水道事業特別会計補正予算   655万6千円増額

●令和4年度児童館空調整備   1,254万円　【契約業者】有限会社 幸栄電気

●三股町収入証紙条例の一部を改正する条例 ● 三股町交流拠点施設整備事業に関する調査特別委
員会の設置について郵便請求手数料を収入証紙の購入をせず、現金で徴

収・収納できるようにするため、条例を改正するも
のです。

増設工事が終了し、増設分の試験操業が行われてい
る中央浄化センターの視察に行きました。13,000
人程度の処理が可能となったそうです。現時点では
公共下水への接続率が56％とのことですが、持続
可能な社会を実現していくためには、今後さらに必
要不可欠な施設となることを実感できました。エコ
フィールドとともに、小学校の環境学習の一環とし
ても活用されているとのことでした。

10月21日に児童館空調整備の現地視察を行いまし
た。7つの児童館を見て回りましたが、室外機の設置
場所も配慮されており、この整備は児童館の環境改
善のためには必要であると、委員全員で確認しまし
た。ただ、いずれの児童館も老朽化が激しく、計画的
な施設の改修、改善、または建物の更新の必要性を感
じました。

本事業についての調査研究を行い、町民の視点に立っ
た判断を行うための情報等を収集することを目的と
した特別委員会を設置するものです。

●し尿処理施設事業   1億2,963万円

●多面的機能支払委託事業   3,481万円

●道路維持補修事業   7,007万円

●文化会館ホール舞台照明調光盤購入   4,202万円

●子育て世帯臨時特別給付金支給事業   5億4,442万円

認
定

三股町中央浄化センターの視察に
行ってきました

児童館の視察に
行ってきました

総務産業常任委員会文教厚生常任委員会

常任委員会現地視察報告

全議案が全会一致で可決のため、
表決結果を掲載しておりません。

第9回（令和4年10月）
定例会 採決結果

各常任委員会が下記日程で行われました各常任委員会が下記日程で行われました
「常任委員会」は議案などを詳しく審査するための機関です。議員はいずれかの委員会に所属しています。

実施日 委員会（審査議案数）
10月20日（木）、21（金） 総務産業常任委員会（7議案）　文教厚生常任委員会（9議案）

10月24日（月）、25（火）、26（水） 一般会計予算・決算常任委員会（2議案）

　町議会では、10月定例会を10月7日から27日までの21日間開催しました。
今回議会に上程された議案は21議案、発議1件、諮問2件、報告3件でした。
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0 10 20 30 40 50 60

町税
操入金
操越金
諸収入等
地方交付税
国庫支出金
県支出金
町債

地方譲与税等

0 10 20 30 40 50 60

総務費
民生費
衛生費

農林水産業費
土木費
消防費
教育費
公債費
議会費等

歳入決算 137億円 歳出決算 131億1千万円
■令和3年度と■令和2年度の比較 【単位：億】 【単位：億】■令和3年度と■令和2年度の比較

特別会計 歳入 歳出

国民健康保険 29 億 9,837 万円 27 億 8,060 万円

後期高齢者医療保険 2 億 9,977 万円 2 億 9,854 万円

介護保険 24 億 3,391 万円 23 億 1,736 万円

介護保険サービス事業 1,635 万円 1,520 万円

梶山地区農業集落排水事業 4,099 万円 4,084 万円

宮村南部地区農業集落排水事業 3,926 万円 3,916 万円

公共下水道事業 7 億 7,685 万円 7 億 5,547 万円

可
決

可
決

全会一致で同意
【教育委員会委員の選任】

全会一致で適任
【人権擁護委員の推薦】

可
決
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傍聴者数：延べ27名傍聴者数：延べ27名
ありがとうございました。ありがとうございました。

●  7p 〜15pは一般質問のやりとりの中から 
質問した議員自らが抜粋した内容を 
掲載しています。

三股町議会 第9回（令和4年10月）定例会 一般質問一覧

質問者 通告された質問事項 頁

西村　尚彦 ①交流拠点施設整備事業について ②ふるさと納税について 7p

内村　立吉
①台風について
②ふるさと納税について
③学校の施設について

④ 櫟田地区の児童生徒の通学路について
⑤畜産について 8p

中原　美穂
① 三股町役場は今後何年もつのでしょうか？
② なぜ三股町役場トイレが和式なのか？

③ 五本松団地跡地開発計画について
④空き家に関して

9p

上西　雅子 ①小中学校の給食費無償化について
② 介護認定者に対する障害者控除や、特

別障害者手当の申請が可能であること
の周知・促しについて

10p

堀内　和義
① 中学校の給食費無償化について
② 台風14号の被害及び避難状況に 

ついて

③ 町長選挙・町議会議員選挙の投票率に 
ついて

④ 「三股町DX推進本部」の設置について
11p

新坂　哲雄 ①地域に係る課題について ②中学校の給食費について 12p

堀内　義郎
①学校給食費について
②町長選、町議選の投票率について

③道路の整備について
④台風14号の災害復旧について

13p

楠原　更三
①台風14号被害復旧計画について
②ふるさと納税について

③学力対策について
④地域特性を活かしたまちづくりについ
て

14p

田中　光子
①町長選挙及び町議会選挙について
②所信表明について

③健康を守るワクチンと検診について
15p

議員が町の事務の執行の状況や将来に対する考え方などの報告や
説明を町長などに求め、町が町民のために適切な町政運営を進め
ているかをチェックするものです。

一般質問とは

そこが聞きたい!そこが聞きたい!
一般質問

交
流
拠
点
施
設
整
備
事
業
に

交
流
拠
点
施
設
整
備
事
業
に

つ
い
て

つ
い
て

Q
交
流
拠
点
施
設
整
備
事
業
の
こ

れ
か
ら
の
事
業
推
進
体
制
と
事

業
の
進
め
方
に
つ
い
て
、
基
本
的
な
考
え

方
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

A
企
画
商
工
課
長

　
「
地
域
密
着
型
官
民
連
携
」
と
い
う
方

針
で
、
地
元
事
業
者
を
中
心
に
専
門
的
な

ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ
事
業
者
の
協
力
を
得
な

が
ら
、
事
業
実
施
体
制
を
構
築
し
ま
す
。

ま
た
、
町
と
商
工
会
の
共
同
出
資
で
設
立

す
る
「
官
民
共
同
事
業
体
」
設
立
に
向
け

検
討
を
進
め
ま
す
。
事
業
は
、
町
民
と
町

内
事
業
者
が
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
プ
ロ

セ
ス
を
と
っ
て
進
め
て
い
き
ま
す
。

Q
官
民
共
同
事
業
体
で
事
業
を
進

め
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ

リ
ッ
ト
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

A
企
画
商
工
課
長

　

メ
リ
ッ
ト
は
地
場
産
業
の
活
性
化
で

す
。
事
業
に
要
す
る
お
金
が
町
内
で
循

環
す
る
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

ま
す
。
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
あ
ま
り
類
似
の

事
例
も
な
く
、
独
自
の
検
討
が
必
要
で

あ
る
た
め
、
多
く
の
時
間
を
要
し
、
ま
た

官
と
民
と
の
合
意
形
成
に
時
間
を
要
し

て
い
る
こ
と
な
ど
で
す
。
た
だ
、
時
間
を

か
け
た
分
だ
け
官
民
の
関
係
性
の
構
築

に
つ
な
が
り
、
事
業
進
捗
に
は
プ
ラ
ス

に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q
よ
り
詳
細
な
基
本
計
画
を
示
す

こ
と
に
つ
い
て
、
ど
う
お
考
え

で
す
か
？

A
企
画
商
工
課
長

　

施
設
規
模
や
概
算
事
業
費
、
事
業
収

支
、
町
財
政
に
与
え
る
影
響
な
ど
可
能

な
範
囲
で
公
表
し
て
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

Q
ふ
る
さ
と
納
税
額
の
推
移
と
今

年
の
目
標
額
、
現
在
の
納
付
額

を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

A
ふ
る
さ
と
納
税
推
進
室
長

　

最
高
額
は
平
成
27
年
度
の
1
億

9
3
0
0
万
円
、
令
和
2
年
度
8
 3 

9
4
万
円
、
令
和
3
年
度
が
1
億

5
6
9
6
万
円
で
し
た
。
今
年
度

は
3
億
円
の
目
標
に
対
し
、
現
在

4
7
0
7
万
円
で
対
前
年
度
比
1
・
93

倍
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Q
ふ
る
さ
と
納
税
を
得
る
た
め
の

必
要
な
経
費
に
は
ど
の
よ
う
な

も
の
が
あ
り
ま
す
か
？

A
ふ
る
さ
と
納
税
推
進
室
長

　

ふ
る
さ
と
納
税
の
募
集
に
要
す
る
経

費
は
総
務
省
の
基
準
で
寄
附
合
計
額
の

50
％
以
下
と
な
っ
て
い
ま
す
。
返
礼
品

の
調
達
に
27
・
6
％
、
返
礼
品
の
配
送

に
4
・
5
％
な
ど
、
合
計
で
43
・
1
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。

Q
こ
れ
ま
で
に
ふ
る
さ
と
納
税
を

充
当
し
た
額
と
具
体
的
な
事
業

に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

A
税
務
財
政
課
長

　

令
和
3
年
度
決
算
に
お
い
て
充
当
し

た
額
は
8
億
9
0
6
5
万
円
で
、
こ
ど

も
医
療
費
助
成
事
業
、
パ
ノ
ラ
マ
マ
ラ

ソ
ン
事
業
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Q
ふ
る
さ
と
納
税
を
増
や
す
た
め

の
方
法
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
ま
す
か
？

A
ふ
る
さ
と
納
税
推
進
室
長

　

ま
ず
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
応
援
事
業

者
を
開
拓
し
、
魅
力
的
な
返
礼
品
の
種

類
の
充
実
を
図
る
こ
と
と
、
知
名
度
を

上
げ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
特
に
積
極

的
に
情
報
を
発
信
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
寄
附
を
行
う
こ

と
か
ら
、
今
以
上
の
情
報
発
信
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

町民と事業者で進める

交流拠点施設整備事業の進め方は

そこが聞きたい! そこが聞きたい! 西西
にしにし

村村
むらむら

尚尚
なおなお

彦彦
ひこひこ

議員議員一般質問

企画商工課長
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台
風
に
つ
い
て

台
風
に
つ
い
て

Q
台
風
14
号
の
被
害
状
況
と
、
そ
の

後
の
対
策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

A
農
業
振
興
課
長

　

被
害
が
大
き
か
っ
た
場
所
が
福
留
地

区
の
樺
山
用
水
路
と
大
谷
地
区
の
斜
面

崩
壊
で
あ
り
、
そ
の
他
も
農
地
災
、
道
路

災
等
40
か
所
が
被
災
し
て
い
る
状
況
で

す
。
復
旧
に
は
国
の
財
政
的
な
支
援
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
し
、
工
事
発
注
を
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

A
都
市
整
備
課
長

　

道
路
の
災
害
復
旧
が
必
要
な
場
所
は

4
路
線
6
か
所
で
あ
り
、
公
園
に
つ
い

て
も
上
米
公
園
に
お
い
て
4
か
所
の
法

面
崩
壊
を
確
認
し
て
い
ま
す
。
国
の
財

政
的
な
支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
検
討

し
て
い
ま
す
。

Q
災
害
復
旧
工
事
を
行
う
こ
と
に

よ
り
、
住
宅
地
周
辺
に
危
険
が

伴
う
の
で
、
業
者
の
方
に
安
全
面
に
お

い
て
十
分
注
意

し
て
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
し

て
も
ら
え
ま
す

か
？

A
農
業
振
興
課
長

　

業
者
の
方
々
に
、
安
全
面
に
つ
い
て

地
元
の
方
々
と
協
議
す
る
よ
う
指
導
し

て
ま
い
り
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

Q
ふ
る
さ
と
納
税
推
進
室
の
現
状
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
？

A
ふ
る
さ
と
納
税
推
進
室
長

　

ふ
る
さ
と
納
税
専
門
の
推
進
室
を
設

置
し
、
取
り
組
み
の
強
化
を
し
た
成
果

と
し
て
、
前
年
度
よ
り
寄
附
の
申
込
み

が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

Q
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
と
は
ど

の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
？

A
ふ
る
さ
と
納
税
推
進
室
長

　

正
式
名
称
を
地
方
創
生
応
援
税
制
と

い
い
ま
す
。
国
が
認
め
た
地
域
再
生
計

画
に
対
し
、
企
業
が
寄
附
を
行
っ
た
場

合
に
税
額
控
除
と
し
て
最
大
で
寄
附
額

の
9
割
が
軽
減
さ
れ
る
制
度
で
す
。
こ

の
特
例
措
置
は
令
和
6
年
ま
で
の
5
年

間
で
あ
り
、
本
町
に
お
い
て
は
令
和
3

年
3
月
31
日
に
認
定
さ
れ
、
受
け
入
れ

が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

Q
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
か
？ 

A
ふ
る
さ
と
納
税
推
進
室
長

　

4
つ
の
事
業
に
対
し
寄
附
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
1
つ
目
は
「
仕
事
を
元
気
に
し

て
、
若
者
が
安
心
し
て
働
け
る
み
ま
た
を

つ
く
る
事
業
」、
2
つ
目
は
「
行
き
た
い
、

住
み
た
い
み
ま
た
を
つ
く
る
事
業
」、
3

つ
目
は
「
結
婚
、
出
産
、
子
育
て
し
や
す
い

み
ま
た
を
つ
く
る
事
業
」、
4
つ
目
は
「
人

が
集
う
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

魅
力
的
な
み
ま
た
を
つ
く
る
事
業
」
で
す
。

Q
幸
福
度
、
住
み
続
け
た
い
町
を

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
ま
す
か
？ 

A
ふ
る
さ
と
納
税
推
進
室
長

　

情
報
発
信
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
広
告
の
画
像
や
説
明
文
に
「
幸
福

度
九
州
1
位
の
三
股
町
よ
り
特
産
品
を
お

届
け
」
の
題
を
付
け
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
し

て
い
ま
す
。

畜
産
に
つ
い
て

畜
産
に
つ
い
て

Q
畜
産
農
家
の
支
援
事
業
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

A
農
業
振
興
課
長

　

飼
料
価
格
高
騰
対
策
支
援
金
を
交
付

し
ま
す
。

農業振興課長

国の財政的支援を受けたい

台風14号の被害状況と対策は

そこが聞きたい! そこが聞きたい! 内内
うちうち

村村
むらむら

立立
たつたつ

吉吉
よしよし

議員議員一般質問

A
総
務
課
長

　

本
庁
舎
は
昭
和
46
年
建
築
、
新
庁
舎

は
平
成
３
年
に
建
築
さ
れ
全
て
が
和
式

ト
イ
レ
で
し
た
が
、
庁
舎
ト
イ
レ
の
洋

式
化
事
業
に
伴
い
、
平
成
30
年
度
、
令
和

元
年
度
の
２
か
年
に
ト
イ
レ
の
一
部
を

洋
式
化
し
ま
し
た
。
和
式
を
一
部
残
し

た
理
由
は
、
便
座
利
用
の
衛
生
面
で
抵

抗
の
あ
る
利
用
者
に
配
慮
し
た
も
の
で

す
。
消
毒
液
は
、
庁
舎
内
の
各
所
に
配
備

し
て
お
り
、
ト
イ
レ
に
特
定
し
た
消
毒

液
、
手
拭
き
は
配
備
し
て
い
ま
せ
ん
。
接

触
機
会
を
軽
減
す
る
た
め
の
最
小
限
の

措
置
と
し
て
い
ま
す
。
毎
日
の
清
掃
業

務
で
き
れ
い
に
保
た
れ
て
お
り
、
庁
舎

ト
イ
レ
利
用
に
お
い
て
不
便
な
状
況
は

確
認
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
今
後
の
改
修

予
定
も
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

五
本
松
団
地
跡
地
開
発
計
画
に

五
本
松
団
地
跡
地
開
発
計
画
に

つ
い
て

つ
い
て

Q
五
本
松
団
地
跡
地
に
空
き
家
が

一
棟
残
っ
て
い
る
の
は
な
ぜ
で

し
ょ
う
か
？
事
業
計
画
は
ど
の
よ
う
に

進
ん
で
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

A
企
画
商
工
課
長

　

交
流
拠
点
施
設
整
備
事
業
で
は
、「
町

民
と
と
も
に
考
え
、
町
民
と
と
も
に
す

す
め
る
」 

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
町
民
参
加

庁
舎
老
朽
化
に
よ
る
建
て
替
え

庁
舎
老
朽
化
に
よ
る
建
て
替
え

予
定
に
つ
い
て

予
定
に
つ
い
て

Q
耐
震
基
準
を
ク
リ
ア
し
た
と
聞

い
て
い
ま
す
が
、
後
何
年
こ
の

役
場
で
い
こ
う
と
思
わ
れ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
？

A
町
長

　

平
成
28
年
12
月
に
「
公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
」
を
策
定
し
て
い
ま
す
。
計

画
に
則
し
て
考
え
る
と
建
て
替
え
時
期

は
①
役
場
本
庁
舎
は
昭
和
46
年
建
築
で

す
の
で
令
和
33
年
と
な
り
、
②
役
場
新

庁
舎
は
平
成
3
年
建
築
で
す
の
で
令
和

53
年
と
な
り
ま
す
。
当
面
、
建
て
替
え
予

定
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
今
後
の
情

報
化
の
進
展
等
に
よ
り
、
社
会
情
勢
や

生
活
環
境
が
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る

状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
変
化
に
順
応

し
得
る
行
政
機
能
に
則
し
た
庁
舎
機
能

の
あ
り
方
を
検
討
す
る
必
要
が
出
て
く

る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

庁
舎
ト
イ
レ
環
境
の
見
直
し
に

庁
舎
ト
イ
レ
環
境
の
見
直
し
に

つ
い
て

つ
い
て

Q
庁
舎
の
ト
イ
レ
は
温
水
洗
浄
便

座
も
な
く
、
消
毒
や
手
拭
き
も
あ

り
ま
せ
ん
。
全
体
的
に
き
れ
い
に
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？

型
の
ま
ち
づ
く
り
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

長
屋
、
滑
り
台
、
樹
木
は
町
民
の
意
見
を

取
り
入
れ
暫
定
的
に
保
存
し
ま
し
た
。

今
後
、
設
計
段
階
で
施
設
の
使
い
道
に
つ

い
て
は
様
々
な
角
度
か
ら
検
討
し
、
使

い
道
が
な
け
れ
ば
撤
去
す
る
予
定
で
す
。

整
備
段
階
に
お
け
る
事
業
収
支
つ
い
て

は
、
本
事
業
の
補
助
金
と
し
て
国
土
交

通
省
所
管
の
「
都
市
再
生
整
備
計
画
事

業
」
等
を
活
用
す
る
予
定
で
す
。
現
在
、

想
定
し
て
い
る
概
算
事
業
費
は
14
億
円

と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
7
億
円
が

国
か
ら
補
助
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。

空
き
家
増
加
に
対
応
す
る

空
き
家
増
加
に
対
応
す
る

取
り
組
み
に
つ
い
て

取
り
組
み
に
つ
い
て

Q 

掲
載
件
数
が
少
な
い
の
は
な
ぜ

で
し
ょ
う
か
？

A
企
画
商
工
課
長

　
「
空
き
家
バ
ン
ク
」
掲
載
件
数
に
つ
い

て
は
、
空
き
家
4
件
、
宅
地
1
件
の
計

5
件
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
掲
載
件
数

が
少
な
い
件
に
関
し
て
は
、
相
続
が
終

わ
っ
て
い
な
い
ケ
ー
ス
や
、
す
で
に
購

入
者
が
決
ま
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
な
ど
、

掲
載
を
お
断
り
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

す
べ
て
を
空
き
家
バ
ン
ク
に
掲
載
す
る

こ
と
は
、
条
件
面
等
も
含
め
て
不
可
能

で
す
。
効
果
的
な
空
き
家
の
利
活
用
に

つ
い
て
、
要
綱
の
見
直
し
も
含
め
方
策

等
に
つ
い
て
は
検
討
し
ま
す
。

町長

当面、建て替え予定はない

庁舎建て替えの検討と必要性は

そこが聞きたい! そこが聞きたい! 中中
なかなか

原原
はらはら

美美
みみ

穂穂
ほほ

議員議員一般質問

上米公園の法面崩壊
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え
て
い
ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
は
、
子
育

て
世
代
の
移
住
·
定
住
先
を
選
択
す
る

動
機
と
な
り
、
人
ロ
増
や
地
域
経
済
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
も
の
と
期
待
し
て

い
ま
す
。

介
護
認
定
者
へ
の
お
知
ら
せ
に

介
護
認
定
者
へ
の
お
知
ら
せ
に

つ
い
て

つ
い
て

Q
介
護
認
定
を
受
け
た
人
た
ち
の

中
に
、「
障
害
者
控
除
」
や
「
特

別
障
害
者
手
当
」
の
支
給
対
象
と
な
る

人
た
ち
が
一
定
数
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

申
請
が
必
要
と
な
る
こ
と
や
、
窓
口

が
福
祉
課
と
な
る
こ
と
な
ど
の
お
知
ら

せ
や
説
明
等
を
、
高
齢
者
支
援
課
窓
口

等
で
行
っ
て
い
る
か
、
伺
い
ま
す
。

A
高
齢
者
支
援
課
長

　

要
介
護
認
定
者
が
障
が
い
者
に
準
ず

る
場
合
は
「
障
害
者
控
除
」
を
受
け
ら

れ
ま
す
。
そ
の
人
が
「
障
害
者
手
帳
」
を

持
っ
て
い
な
く
て
も
、
障
が
い
の
程
度

に
よ
っ
て
は
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い

小
中
学
校
の
給
食
費
無
償
化
に

小
中
学
校
の
給
食
費
無
償
化
に

つ
い
て

つ
い
て

Q
憲
法
第
26
条
の
「
義
務
教
育
は
無

償
」
と
い
う
内
容
を
捉
え
返
せ

ば
、
給
食
費
は
無
償
に
す
る
べ
き
だ
と
思

い
ま
す
。

　

ど
の
よ
う
な
環
境
や
状
況
に
お
か
れ

た
子
ど
も
で
も
、
食
に
つ
い
て
学
び
な
が

ら
十
分
な
栄
養
を
摂
取
し
成
長
し
て
い

く
こ
と
を
、
社
会
で
保
障
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
と
考
え
ま
す
。

　

続
く
コ
ロ
ナ
禍
で
町
内
で
も
生
活
困

窮
者
が
増
加
し
て
い
る
中
、「
子
ど
も
の

貧
困
」
も
増
え
て
い
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
、
特
に
一
人
親
世
帯
や
、
複
数
人
の
子

ど
も
が
い
る
世
帯
の
負
担
は
大
き
い
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

学
校
給
食
費
を
完
全
無
償
化
に
す
る

市
町
村
が
全
国
で
増
え
て
い
く
中
で
、
子

育
て
支
援
が
充
実
し
て
い
る
三
股
町
を
、

も
っ
と
も
っ
と
子
育
て
し
や
す
い
町
に

し
て
い
く
た
め
に
、
早
期
に
小
中
学
校
の

給
食
費
の
無
償
化
を
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

A
町
長

　

子
ど
も
の
貧
困
対
策
や
子
育
て
支
援

策
の
一
環
と
し
て
、
給
食
費
の
無
償
化

や
軽
減
策
を
講
じ
る
こ
と
に
つ
い
て
、

早
期
に
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

小
中
学
校
の
完
全
無
償
化
は
財
源
的

に
厳
し
い
た
め
、
ま
ず
は
中
学
校
を
対

象
に
、
来
年
度
か
ら
実
施
し
た
い
と
考

場
合
で
も
、
6
か
月
以
上
寝
た
き
り
で
、

食
事
や
排
便
な
ど
の
日
常
生
活
に
支
障

が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
方
は
、「
障
害
者

控
除
」
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
人
が
控
除
を
受
け
る
場
合

は
、「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
周
知
を
図
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
「
特
別
障
害
者
手
当
」
に
関
し
て

も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
周
知
し
て
い
ま
す
。

尚
、
高
齢
者
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
な

い
人
も
い
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
後

は
回
覧
や
広
報
紙
の
活
用
、「
介
護
認
定

結
果
通
知
」
の
際
に
チ
ラ
シ
を
同
封
す

る
等
、
さ
ら
に
周
知
を
図
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

Q
「
障
害
者
控
除
」
の
対
象
と
な
る

方
々
は
、ど
の
程
度
い
ら
っ
し
ゃ

る
の
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。

A
高
齢
者
支
援
課
長

　

要
介
護
1
か
ら
要
介
護
5
の
多
く
の

人
が
該
当
す
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

町長

早期に取り組んでいきたい

学校給食の無償化は

そこが聞きたい! そこが聞きたい! 上上
かみかみ

西西
にしにし

雅雅
まさまさ

子子
ここ

議員議員一般質問

A
教
育
課
長

　

給
食
食
材
の
値
上
げ
に
伴
う
支
援
事

業
の
継
続
も
考
え
て
い
ま
す
。
小
学
生

は
中
学
生
に
な
れ
ば
無
償
化
と
な
り
、

家
計
負
担
軽
減
が
図
ら
れ
ま
す
。

台
風
台
風
1414
号
に
よ
る
被
害
・

号
に
よ
る
被
害
・

避
難
状
況
に
つ
い
て

避
難
状
況
に
つ
い
て

Q 

町
内
の
被
害
状
況
は
ど
う
な
っ

て
い
ま
す
か
？

A
総
務
課
長

　

道
路
河
川
等
の
被
害
で
冠
水
に
よ
る

通
行
止
め
、
道
路
決
壊
等
が
32
か
所
、
農

業
関
係
は
農
道
・
農
地
・
水
路
法
面
崩
壊

等
が
29
か
所
、
農
作
物
被
害
１
１
０
ha
、

農
業
用
施
設
ハ
ウ
ス
の
被
覆
損
傷
被
害

と
な
っ
て
い
ま
す
。
家
屋
や
公
共
施
設
・

文
化
施
設
に
お
い
て
も
屋
根
・
外
壁
破
損

等
、
多
大
な
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

Q 

避
難
所
に
お
け
る
停
電
対
策
は

ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
？

A
総
務
課
長

　

発
電
機
や
移
動
式
L
E
D
ラ
イ
ト
等

の
防
災
機
材
に
よ
り
対
処
し
ま
し
た
。
ま

た
、
警
報
解
除
後
に
も
継
続
し
て
停
電
し

て
い
る
地
域
に
は
、
本
町
の
電
気
自
動
車

２
台
、
日
産
、
九
南
と
の
災
害
協
定
に
基

中
学
校
の
給
食
費
無
償
化
に

中
学
校
の
給
食
費
無
償
化
に

つ
い
て

つ
い
て

Q
町
長
選
挙
で
中
学
校
の
給
食
費

無
償
化
を
公
約
さ
れ
ま
し
た
が

実
施
し
ま
す
か
？

A
町
長

　

選
挙
戦
で
来
年
度
か
ら
実
施
す
る
と

訴
え
て
き
ま
し
た
。
実
施
す
る
予
定
で

令
和
5
年
度
の
予
算
編
成
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

Q
無
償
化
し
た
場
合
の
経
費
は
ど

れ
く
ら
い
に
な
り
ま
す
か
？

A
教
育
課
長

　

就
学
援
助
該
当
者
分
を
差
し
引
い
た

4
4
0
0
万
円
が
事
業
費
と
な
り
ま
す
。

Q 

無
償
化
し
た
場
合
の
財
源
的

な
裏
付
け
は
な
さ
れ
て
い
ま

す
か
？A

税
務
財
政
課
長

　

無
償
化
に
よ
る
財
源
と
し
て
は
、
町

税
や
地
方
交
付
税
な
ど
の
一
般
財
源
を

優
先
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

歳
出
面
で
は
各
事
業
の
優
先
度
に
よ
り

事
業
の
取
捨
選
択
を
行
い
実
施
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

Q
小
学
校
の
給
食
費
と
の
バ
ラ
ン

ス
が
取
れ
ま
す
か
？

づ
き
電
気
自
動
車
、
人
員
を
派
遣
し
て
い

た
だ
き
対
処
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

町
長
選
挙
・
町
議
会
議
員
選
挙
の

町
長
選
挙
・
町
議
会
議
員
選
挙
の

投
票
率
に
つ
い
て

投
票
率
に
つ
い
て

Q 

投
票
率
は
ど
の
よ
う
な
結
果
で

し
た
か
？

A
選
挙
管
理
委
員
会
書
記
長

　

町
長
選
挙
は
投
票
率
50
・
45
％
、
前

回
、
平
成
22
年
9
月
実
施
の
選
挙
に
比

べ
3
・
61
ポ
イ
ン
ト
下
回
っ
て
い
ま
す
。

町
議
選
に
つ
い
て
は
、
50
・
43
％
、
前
回

に
比
べ
8
・
60
ポ
イ
ン
ト
伸
び
た
結
果

と
な
っ
て
い
ま
す
。

Q 

投
票
率
低
下
の
対
策
は
で
き
ま

せ
ん
か
？

A
選
挙
管
理
委
員
会
書
記
長

　

有
権
者
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
の
中
で

「
立
候
補
者
の
政
策
が
わ
か
ら
な
い
」、

「
投
票
を
判
断
す
べ
き
情
報
が
な
い
」
と

い
う
内
容
を
踏
ま
え
、
立
候
補
者
の
政

策
情
報
の
提
供
に
つ
い
て
工
夫
と
改
善

策
を
検
討
し
、
こ
れ
か
ら
の
投
票
率
向

上
に
活
か
せ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

町長

実施する予定

中学校の給食費無償化は

そこが聞きたい! そこが聞きたい! 堀堀
ほ りほ り

内内
う ちう ち

和和
か ずか ず

義義
よ しよ し

議員議員一般質問

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
申
請
書



13 12

太
陽
光
発
電
施
設
工
事
に

太
陽
光
発
電
施
設
工
事
に

つ
い
て

つ
い
て

Q
大
野
地
区
に
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
を
設

置
中
（
約
9
町
）
で
す
が
、
土
砂
災

害
の
危
険
性
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？

A
農
業
振
興
課
長

　

太
陽
光
発
電
施
設
は
、
令
和
2
年
4

月
に
宮
崎
県
知
事
よ
り
熊
本
鉄
構
株
式

会
社
に
林
地
開
発
（
約
8
・
１
ha
／
全

体
区
域
面
積
11
・
６
ha
）
の
許
可
が
出

て
い
ま
す
。
許
可
条
件
の
1
つ
と
し
て
、

大
雨
時
の
調
整
池
等
も
設
置
さ
れ
、
川

の
方
に
排
水
す
る
工
事
も
さ
れ
て
お
り
、

台
風
14
号
の
期
間
は
工
事
を
請
け
負
っ

て
い
る
施
工
業
者
が
現
場
に
常
駐
し
、

町
と
も
連
絡
を
取
れ
る
体
制
で
し
た
。

ま
た
、
台
風
後
に
施
工
業
者
の
方
が
周

辺
を
巡
回
し
、
宅
地
へ
の
土
砂
流
入
は

な
か
っ
た
こ
と
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

防
犯
灯
設
置
に
つ
い
て

防
犯
灯
設
置
に
つ
い
て

Q
大
八
重
地
区
に
防
犯
灯
設
置
は

で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
？

A
総
務
課
長

　

防
犯
灯
設
置
は
町
、
電
気
料
は
地
元

負
担
と
し
自
治
公
民
館
の
要
請
に
応
じ

て
設
置
し
て
い
ま
す
。
要
望
が
あ
れ
ば

総
務
課
危
機
管
理
係
に
申
請
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

５
地
区
防
災
セ
ン
タ
ー
の
避
難

５
地
区
防
災
セ
ン
タ
ー
の
避
難

状
況
に
つ
い
て

状
況
に
つ
い
て

Q
大
野
地
区
住
民
が
、
台
風
14
号

で
防
災
セ
ン
タ
ー
の
避
難
が
多

く
み
ら
れ
ま
し
た
が
、
な
ぜ
だ
と
思
い

ま
す
か
？

A
総
務
課
長

　

大
野
地
区
の
住
民
に
特
化
し
た
避
難

理
由
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
台
風
14
号

が
猛
烈
な
規
模
の
台
風
で
あ
っ
た
こ
と

に
よ
り
各
種
警
報
や
「
土
砂
災
害
警
戒

情
報
」
な
ど
が
発
令
さ
れ
、
同
日
午
前
7

時
30
分
に
は
警
戒
レ
ベ
ル
4
「
高
齢
者

等
避
難
」、
昼
12
時
30
分
に
は
警
戒
レ
ベ

ル
5
「
緊
急
安
全
確
保
」
が
発
令
さ
れ
た

こ
と
で
最
大
の
危
機
感
を
も
っ
て
避
難

さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
他
の
住
民

も
同
じ
心
境
で
避
難
さ
れ
た
も
の
と
捉

え
て
い
ま
す
。

学
校
給
食
費
の
無
償
化
に

学
校
給
食
費
の
無
償
化
に

つ
い
て

つ
い
て

Q
無
償
化
の
動
機
と
考
え
方
を
伺

い
ま
す
。

A
教
育
課
長

　
「
子
育
て
に
優
し
い
町
」
の
評
価
を
さ

ら
に
一
歩
進
め
る
た
め
に
は
、
他
自
治

体
と
の
差
別
化
、
つ
ま
り
イ
ン
パ
ク
ト

の
あ
る
施
策
が
必
要
と
考
え
ま
す
。
人

口
総
数
も
10
月
1
日
現
在
で
前
年
と
比

較
す
る
と
1
1
6
人
減
少
し
て
い
ま

す
。
中
学
生
を
持
つ
保
護
者
の
教
育
関

係
費
の
出
費
も
多
い
こ
と
か
ら
、
給
食

費
の
無
償
化
は
移
住
先
、
定
住
先
選
び

の
動
機
（
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
）
に
な
る
も

の
と
考
え
ま
す
。

Q
県
内
の
学
校
で
無
償
化
を
行
っ

て
い
る
自
治
体
の
数
は
？

A
教
育
課
長

　

小
中
学
校
全
額
無
償
化
を
行
っ
て
い

る
自
治
体
は
、
新
富
町
、
木
城
町
、
都
農

町
、
美
郷
町
、
日
之
影
町
、
諸
塚
村
の
6

町
村
で
、
え
び
の
市
は
中
学
校
全
額
無

償
化
、
小
林
市
と
高
原
町
は
小
中
学
校

の
給
食
費
を
半
額
と
し
て
い
ま
す
。
西

米
良
村
は
、
小
中
学
校
の
長
子
を
半
額
、

第
二
子
以
降
を
無
償
と
し
て
い
ま
す
。

総務課長

公民館の要請に応じ
設置している

大八重地区の防犯灯設置は

そこが聞きたい! そこが聞きたい! 新新
に いに い

坂坂
さかさか

哲哲
て つて つ

雄雄
おお

議員議員一般質問

A
町
長

　

イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
の
は
、
中
学
校

か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
部
活
や
学
習
塾

な
ど
の
家
計
負
担
、
ど
の
町
に
住
も
う

か
、
家
を
作
ろ
う
か
の
選
択
肢
の
一
つ

と
し
て
選
ば
れ
る
町
に
な
る
た
め
に
は
、

負
担
が
少
し
で
も
少
な
い
町
を
選
ん
で

い
く
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ

し
て
経
済
的
な
余
裕
が
で
き
、
財
源
的

な
裏
付
け
が
で
き
れ
ば
、
次
は
小
学
校

と
い
う
と
こ
ろ
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

町
長
選
・
町
議
選
の
投
票
率
に

町
長
選
・
町
議
選
の
投
票
率
に

つ
い
て

つ
い
て

Q 

今
回
の
同
日
選
に
よ
る
投
票
率

は
ど
う
評
価
さ
れ
ま
す
か
？

A
選
挙
管
理
委
員
会
書
記
長

　

町
長
選
挙
は
前
回
よ
り
３
・
61
ポ
イ

ン
ト
下
回
り
、
町
議
会
議
員
選
挙
は
前

回
よ
り
８
・
60
ポ
イ
ン
ト
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
話
題
性
の
あ
っ
た
今

回
の
選
挙
に
お
い
て
、
一
概
に
投
票
率

が
低
下
し
た
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、

期
待
し
た
投
票
率
60
％
以
上
よ
り
低
い

結
果
で
あ
っ
た
と
考
え
ま
す
。

　

以
後
の
選
挙
に
お
い
て
、
投
票
率
の
低

下
が
さ
ら
に
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
何

ら
か
の
対
策
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

中
学
校
の
給
食
費
無
償
化
の
財
源

中
学
校
の
給
食
費
無
償
化
の
財
源

に
つ
い
て

に
つ
い
て

Q
中
学
校
の
給
食
費
無
償
化
を
実

施
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

財
源
の
見
込
み
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

A
町
長

　

費
用
と
し
て
4
4
0
0
万
円
程
度
に

な
る
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。
町
税
、
繰
入

金
な
ど
の
自
主
財
源
、
地
方
交
付
税
、
各

種
交
付
金
の
一
般
財
源
が
財
源
と
な
り

ま
す
。
そ
の
他
、
ふ
る
さ
と
未
来
基
金
繰

入
金
の
「
子
育
て
・
高
齢
者
福
祉
事
業
」

「
そ
の
他
町
長
が
必
要
と
認
め
る
事
業
」

分
も
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

Q
小
学
校
の
給
食
費
に
つ
い
て
、

今
後
の
方
針
を
ど
う
考
え
て
い

ま
す
か
？

A
教
育
課
長

　

中
学
校
給
食
費
の
無
償
化
に
よ
り
家

計
負
担
軽
減
が
図
ら
れ
、
学
校
給
食
費

に
関
す
る
町
の
子
育
て
支
援
事
業
は
、

小
中
学
校
一
貫
し
た
取
り
組
み
に
な
る

と
捉
え
て
い
ま
す
。

Q 

小
中
学
校
あ
わ
せ
て
一
部
助

成
、
あ
る
い
は
半
額
助
成
の
方

が
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
が
、
議
論
に
な
ら
な
か
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
？

台
風
台
風
1414
号
の
災
害
復
旧
に
つ
い
て

号
の
災
害
復
旧
に
つ
い
て

Q 
要
望
が
あ
が
っ
て
い
る
福
留
地

区
の
樺
山
用
水
路
に
つ
い
て
、
今

後
の
復
旧
の
見
通
し
と
来
年
の
水
田
利
用

ま
で
に
通
水
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
？

A
農
業
振
興
課
長

　

台
風
14
号
に
よ
り
福
留
地
区
の
樺
山

用
水
路
が
約
15
メ
ー
ト
ル
崩
壊
し
て
い

ま
す
。
現
在
、
県
、
関
係
機
関
と
災
害
復

旧
事
業
と
し
て
申
請
す
る
た
め
の
測
量
・

工
法
等
の
検
討
を
し
て
い
ま
す
。
工
法
が

決
ま
り
事
業
費
の
積
算
が
で
き
た
段
階

で
、
国
の
災
害
査
定
を
受
け
、
事
業
決
定

後
に
工
事
発
注
す
る
予
定
で
す
。
で
き
る

限
り
来
年
の
田
植
え
ま
で
に
、
通
水
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

町長

自主財源、一般財源が財源となる

給食費無償化実施の財源見込みは

そこが聞きたい! そこが聞きたい! 堀堀
ほりほり

内内
うちうち

義義
よしよし

郎郎
ろうろう

議員議員一般質問

福留地区の樺山水路橋崩壊

大野地区のメガソーラー
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決
策
を
検
討
し
て
い
こ
う
と
い
う
も
の

で
す
。
こ
う
い
っ
た
制
度
を
活
用
し
て
、

ど
こ
の
担
当
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
て
、

ど
の
よ
う
に
困
っ
て
お
ら
れ
る
か
と
い

う
こ
と
を
総
合
的
に
判
断
し
て
対
応
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
今
回
の
ケ
ー
ス
に
も
対
応
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

Q
ふ
る
さ
と
納
税
推
進
室
と
し
て
、

直
面
し
て
い
る
課
題
に
は
ど
の

よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
か
？

A
ふ
る
さ
と
納
税
推
進
室
長

　

寄
附
受
け
入
れ
窓
口
（「
ふ
る
さ
と

チ
ョ
イ
ス
」
な
ど
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
）

を
３
つ
か
ら
７
つ
に
し
た
り
、
返
礼
品
の

種
類
を
増
や
し
た
り
し
て
い
ま
す
が
、
本

町
の
知
名
度
を

ど
の
よ
う
に
し

て
上
げ
て
い
く

か
が
課
題
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。

台
風
台
風
1414
号
被
害
復
旧
計
画
に

号
被
害
復
旧
計
画
に

つ
い
て

つ
い
て

Q
災
害
か
ら
1
か
月
経
ち
ま
す
。
ま

だ
不
便
は
続
く
状
況
だ
と
思
い

ま
す
が
、
今
後
、
国
・
県
の
支
援
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
？

A
町
長

　

国
の
財
政
的
な
支
援
を
、
可
能
な
限
り

活
用
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い
き
た
い

で
す
。
ま
た
、
災
害
復
旧
事
業
の
制
度
の

活
用
や
、
復
旧
工
法
に
お
い
て
は
県
や
土

地
改
良
連
合
会
に
も
技
術
的
及
び
人
的

な
支
援
を
依
頼
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

Q
被
災
地
住
民
の
困
り
感
を
す
く

い
取
っ
た
上
で
の
、
生
活
支
援

ま
で
を
含
め
た
説
明
は
ど
の
よ
う
に
行

わ
れ
て
き
た
の
で
す
か
？

A
高
齢
者
支
援
課
長

　

そ
の
よ
う
な
面
で
の
説
明
は
し
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
今
後
は
実
施
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

A
副
町
長

　

今
年
度
か
ら
重
層
的
支
援
整
備
体
制

事
業
と
い
う
も
の
を
福
祉
課
で
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
町
民
の
皆
さ
ん
が

困
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
関
係

す
る
庁
舎
内
の
関
係
者
が
集
ま
っ
て
解

Q
県
内
自
治
体
の
中
で
、
昨
年
度
の

本
町
の
寄
附
額
順
位
は
21
位
で

し
た
が
、
ど
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
か
？

A
町
長

　

都
城
市
、
都
農
町
は
別
格
と
し
て
、
将

来
※

そ
れ
以
外
の
市
町
村
の
平
均
値
ま

で
は
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

※
昨
年
度
平
均
値
～
約
8
億
円

全
国
学
カ
テ
ス
ト
の
結
果
に

全
国
学
カ
テ
ス
ト
の
結
果
に

つ
い
て

つ
い
て

Q
全
国
学
カ
テ
ス
ト
の
結
果
を
文

教
三
股
の
教
育
長
と
し
て
ど
の

よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
か
？

A
教
育
長

　

文
教
三
股
と
い
う
こ
と
で
学
力
向
上

に
努
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
が
、
現
在
結
果
は
出
て
い
ま
せ
ん
。
残

念
な
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q
次
回
の
学
カ
テ
ス
ト
の
目
標
を

伺
い
ま
す
。

A
教
育
長

　

教
育
委
員
会
と
し
て
も
県
平
均
を
目

標
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

町長

支援を依頼している

台風被害への国・県の支援状況は

そこが聞きたい! そこが聞きたい! 楠楠
くすくす

原原
はらはら

更更
こうこう

三三
ぞうぞう

議員議員一般質問

町
長
選
及
び
町
議
選
に
つ
い
て

町
長
選
及
び
町
議
選
に
つ
い
て

Q
隊
列
を
組
ん
で
の
選
挙
運
動

が
見
ら
れ
ま
し
た
。
同
じ
ユ
ニ

ホ
ー
ム
を
着
用
し
た
運
動
員
が
複
数
乗

車
し
白
い
手
袋
で
手
を
振
り
な
が
ら
先

導
し
て
い
ま
し
た
が
、
選
挙
管
理
委
員

会
の
見
解
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

A
選
挙
管
理
委
員
会
書
記
長

　

公
職
選
挙
法
１
４
１
条
に
お
い
て「
主

と
し
て
選
挙
運
動
に
使
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
自
動
車
は
候
補
者
１
名
に
つ
き

１
台
」
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
先
導
車
が

選
挙
運
動
に
主
た
る
目
的
と
し
て
使
用

さ
れ
た
も
の
か
ど
う
か
の
判
断
と
な
り
、

事
実
確
認
は
捜
査
機
関
で
あ
る
警
察
署

に
委ゆ

だ

ね
た
と
こ
ろ
で
す
。

A
町
長

　

先
導
車
に
道
案
内
を
し
て
も
ら
う
の

は
違
反
で
は
な
い
で
す
。

Q
事
務
所
に
横
断
幕
や
看
板
を
５

つ
掲
げ
て
お
ら
れ
た
と
聞
き
ま

し
た
が
事
実
で
し
ょ
う
か
？

A
選
挙
管
理
委
員
会
書
記
長

　

選
挙
管
理
委
員
会
職
員
が
巡
回
し
、

選
挙
事
務
所
に
除
去
す
る
よ
う
指
導
を

行
い
ま
し
た
。

Q
期
日
前
投
票
に
来
ら
れ
る
方

が
、
く
い
ま
ー
る
を
利
用
す
る

と
バ
ス
停
が
遠
い
と
の
こ
と
で
す
が
、

バ
ス
停
を
文
化
会
館
玄
関
前
に
設
置
で

き
な
い
で
し
ょ
う
か
？

A
選
挙
管
理
委
員
会
書
記
長

　

バ
ス
停
に
関
し
て
は
、
交
通
会
議
の

判
断
に
な
っ
て
く
る
の
で
答
え
ら
れ
ま

せ
ん
。

所
信
表
明
に
つ
い
て

所
信
表
明
に
つ
い
て

Q
長
田
地
区
の
自
然
を
活
か
し
き

れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
？

A
町
長

　

森
林
は
、
国
土
の
保
全
、
水
源
の
涵か

ん

養
、

生
物
多
様
性
の
保
全
な
ど
多
面
的
機
能

を
持
つ
こ
と
か
ら
、
森
林
を
守
り
育
て

る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

今
後
は
、

※

森
林
環
境
譲
与
税
の
活
用
を

通
し
、
森
林
産
業
を
活
性
化
す
る
こ
と

が
長
田
の
自
然
を
活
か
し
、
守
る
こ
と

に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
と
検
診
に
つ
い
て

ワ
ク
チ
ン
と
検
診
に
つ
い
て

Q
帯
状
疱
疹
で
痛
み
が
続
き
仕
事
や

日
常
生
活
に
支
障
を
き
た
す
方
も

い
ま
す
。
帯
状
疱
疹
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
費

用
の
助
成
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
？

A
町
民
保
健
課
長

　

任
意
接
種
に
な
り
、
現
在
の
と
こ
ろ

費
用
の
助
成
は
考
え
て
い
な
い
と
こ
ろ

で
す
。
国
の
動
向
に
つ
い
て
注
視
し
て

い
き
ま
す
。

Q
都
城
市
で
は
子
宮
が
ん
検
診
、

※

Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
診
は
費
用
を
助
成

し
て
い
ま
す
。
検
査
費
用
が
高
額
な
の

で
本
町
で
も
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査
費
用
の
助
成

は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
？

A
町
民
保
健
課
長

　

地
域
住
民
検
診
と
し
て
、
死
亡
率
を

減
少
さ
せ
る
と
い
う
相
応
の
科
学
的
根

拠
の
あ
る
も
の
と
し
て
推
奨
さ
れ
て
い

る
の
は
、
子
宮
頸け

い

部
細
胞
診
に
よ
る
検

査
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
Ｈ
Ｐ
Ｖ

検
査
の
費
用
助
成
は
今
後
の
検
討
課
題

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

先導は違反ではない

選挙運動の違反はなかったか

そこが聞きたい! そこが聞きたい! 田田
たた

中中
なかなか

光光
みつみつ

子子
ここ

議員議員一般質問

町長

※
森
林
環
境
譲
与
税

市
町
村
に
よ
る
森
林
整
備
に
必
要
な
財
源
を

確
保
す
る
た
め
に
創
設
さ
れ
た
税
の
ひ
と
つ
。

※
Ｈ
Ｐ
Ｖ

ヒ
ト
・
パ
ピ
ロ
ー
マ
・
ウ
イ
ル
ス
（H

um
an 

P
apillom

a V
irus

）
の
略
で
、
子
宮
頸
が
ん
の

要
因
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

インターネットの
ふるさと納税受け入れ
窓口へ誘導する電子広告



〇校舎がリニューアル！
　南校舎の外壁を工事しています。11
月中には、真新しい校舎を披露するこ
とができます。
〇伝統の棒踊り！
　５・６年生を対象に、地域の保存会
の方々が、直接指導をしてくれます。地
域の伝統芸能が、確実に継承されてい
ます。
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発行／三股町議会
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三股町議会だより

みまたんぎかい
よい人、よい町、よい政治。議員が編集した手づくり広報紙

花と緑と水の町三股町

紅葉のシーズン（11月）に
期間限定でライトアップされる
夜の長田峡はとっても
神秘的でした♪

　三股小学校は、創立150年を迎えた歴史あ
る学校です。
　本校は全校児童が585人で、「文教のまち
三股」づくりのために地域や生活環境を生か
しながら、教師の使命感や情熱とたゆまぬ
研修努力で、「はじめに子どもありき」の教育

を推進しています。また、「『徳・知・体』の調
和のとれた人間性豊かで実践力のある児童
の育成」に努めながら、児童一人一人が自分
のよさを十分に発揮できる元気な学校を目
指しています。

み
ま
た
ん
学
校
紹
介

～ みんなが まいにち たのしい学校 ～
「 みんなで三股小学校 」

わが校のココがポイント！！

三
股
町
に
あ
る
小
中
学
校
の
１
校
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
、タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
に
よ
る
学
習
の

成
果
や
、独
自
の
教
育
や
取
り
組
み
な
ど
、各
校
の
特
色
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

三
股
町
立
三
股
小
学
校
住
所
／
三
股
町
大
字
樺
山
４
４
８
９

設
立
／
明
治
５
年
　
生
徒
数
／
５
８
５
名

Vol.6

▼
９
月
１１
日
よ
り
新
し
い
議
会
が
発
足
し

ま
し
た
。今
回
の
議
会
だ
よ
り
は
、新
広
報

委
員
会
と
し
て
の
初
の
発
行
と
な
り
ま

す
。委
員
４
人
中
新
議
員
が
２
人
と
い
う

構
成
と
な
り
ま
し
た
が
、町
民
の
目
線
に

立
ち
な
が
ら
、今
何
が
課
題
と
さ
れ
議
論

さ
れ
て
い
る
の
か
、委
員
総
力
を
合
わ
せ

て
、わ
か
り
や
す
く
お
伝
え
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

▼
地
域
の
力
は
、住
民
の
力
・
行
政
の
力
・

議
会
の
力
を
合
わ
せ
て
初
め
て
、発
揮
さ

れ
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。よ
り
住
み
良

い
三
股
町
創
り
を
、皆
で
頑
張
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。こ
の
議
会
だ
よ
り
が
、そ
れ
ぞ

れ
の
力
を「
つ
な
ぐ
」役
割
と
な
っ
て
い
く

こ
と
を
、心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。（

上
西
）

タブレット導入後の変化 当校の自慢
　本校は昨年度より県のICT活用推
進モデル校に指定され、ICTの効果的
な活用を目指し日々研究を重ねていま
す。児童がタブレットPCを使って自分
の考えを表現したり、アウトプットした
り、学び合い等で活用したりして、主
体的に取り組む時間が増えました。今
後もさらなる効果的な活用を目指し、
学力向上につなげます。

photo：ライトアップされた長田峡

そこが聞きたい !!

一般質問 9名

令和3年度決算 全会一致で認定 他

三股町議会第9回（令和4年10月）定例会報告

vol.6みまたん学校紹介

三股町立三股小学校

三股町議会 新体制が決定！！


